
五

施
設
管
理
方
針
、
施
設
管
理
目
標
及
び
施
設
管
理
実
施
計
画
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
期
間
ご
と
に
評

価
す
る
こ
と
（
次
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
を
除
く
。）。

イ

施
設
管
理
方
針
及
び
施
設
管
理
目
標
に
あ
つ
て
は
、
一
定
期
間

ロ

施
設
管
理
実
施
計
画
に
あ
つ
て
は
、
前
号
イ
に
規
定
す
る
期
間

六

前
号
の
評
価
を
実
施
す
る
都
度
、
速
や
か
に
、
そ
の
結
果
を
施
設
管
理
方
針
、
施
設
管
理
目
標
又
は
施
設

管
理
実
施
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
。

七

加
工
施
設
の
操
作
を
相
当
期
間
停
止
す
る
場
合
そ
の
他
加
工
施
設
が
そ
の
施
設
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特

別
な
状
態
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
加
工
施
設
の
状
態
に
応
じ
て
、
前
各
号
に
掲
げ
る
措
置
に
つ
い

て
特
別
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

２

加
工
事
業
者
は
、
次
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
長
期
施
設
管
理
方
針
を
策
定
し
た
と
き
又

は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
長
期
施
設
管
理
方
針
を
変
更
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
施
設
管
理
方
針
に
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
加
工
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
）

（
加
工
施
設
の
施
設
定
期
自
主
検
査
）

第
七
条
の
四
の
二

法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
加
工
事
業
者
は
、加
工
施
設
の
保
全
に
関
し
、

そ
の
事
業
を
開
始
し
た
日
以
後
二
十
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
を
行
い
、

こ
の
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
、
十
年
間
に
実
施
す
べ
き
当
該
加
工
施
設
に
つ
い
て
の
施
設
管
理
に
関
す
る
方
針

を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
動
作
す
る
機
能
を
有
す
る
機
器
及
び
構
造
物
に
関
し
、
加
工
施
設

の
供
用
に
伴
う
劣
化
の
状
況
が
的
確
に
把
握
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
七
条
の
四
の
二

法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
加
工
事
業
者
は
、
次
の
各
号
（
法
第
二
十
二

条
の
八
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
第
一
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
検
査
に
関
す
る
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

前
項
の
評
価
は
、
十
年
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
再
評
価
を
行
い
、
こ
の
再
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
、
次
の

十
年
間
に
実
施
す
べ
き
当
該
加
工
施
設
に
つ
い
て
の
施
設
管
理
に
関
す
る
方
針
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一

令
第
九
条
に
規
定
す
る
加
工
施
設
（
次
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。）は
、
当
該
施
設
の
性
能
が
法
第
十

六
条
の
四
の
二
に
規
定
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
の
検
査
を
一
年
ご
と
に
行
う
こ
と
。

３

加
工
事
業
者
は
、
前
二
項
の
評
価
を
行
う
た
め
に
設
定
し
た
条
件
又
は
評
価
方
法
を
変
更
す
る
場
合
は
、
当

該
評
価
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
前
二
項
の
施
設
管
理
に
関
す
る
方
針
（
第
八
条
第
一
項
第

十
六
号
に
お
い
て
「
長
期
施
設
管
理
方
針
」
と
い
う
。）を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

警
報
装
置
、
非
常
用
動
力
装
置
そ
の
他
の
非
常
用
装
置
に
つ
い
て
は
、
当
該
装
置
の
各
部
分
ご
と
の
当
該

作
動
の
た
め
の
性
能
検
査
を
一
月
ご
と
に
、
当
該
装
置
全
体
の
当
該
作
動
の
た
め
の
総
合
検
査
を
一
年
ご
と

に
行
う
こ
と
。

４

前
三
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
二
条
の
八
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
適
用
し
な
い
。

三

加
工
施
設
の
保
安
の
た
め
に
直
接
関
連
を
有
す
る
計
器
及
び
放
射
線
測
定
器
に
つ
い
て
は
、
較こ
う

正
を
一
年

ご
と
に
行
う
こ
と
。

２

法
第
二
十
二
条
の
八
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
加
工
事
業
者
は
、
当
該
認
可
若
し
く
は
同
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
三
項
の
変
更
の
認
可
に
係
る
申
請
書
又
は
そ
れ
ら
の
添
付
書
類
に
記
載
さ
れ

た
加
工
施
設
の
性
能
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
検
査
を
一
年
ご
と
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
設
計
想
定
事
象
、
重
大
事
故
等
又
は
大
規
模
損
壊
に
係
る
加
工
施
設
の
保
全
に
関
す
る
措
置
）

（
初
期
消
火
活
動
の
た
め
の
体
制
の
整
備
）

第
七
条
の
四
の
三

法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
加
工
事
業
者
は
、
設
計
想
定
事
象
、
重
大
事

故
等
又
は
大
規
模
損
壊
に
関
し
て
、法
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
と
こ
ろ（
法

第
二
十
二
条
の
八
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
認
可
を
受
け
た
と
こ
ろ
）
に
よ
り
、
次

に
掲
げ
る
加
工
施
設
の
保
全
に
関
す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
の
四
の
三

法
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
加
工
事
業
者
は
、
加
工
施
設
を
設
置
し
た
工

場
又
は
事
業
所
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
消
防
吏
員
へ
の
通
報
、
消
火
又
は
延
焼
の
防
止
そ

の
他
消
防
隊
が
火
災
の
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
行
う
活
動
（
以
下
「
初
期
消
火
活
動
」
と
い
う
。）の
た
め
の

体
制
の
整
備
に
関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
二
十
二
条
の

八
第
二
項
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

次
に
掲
げ
る
事
象
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
事
項
を
含
む
加
工
施
設
の
必
要
な
機
能
を
維

持
す
る
た
め
の
活
動
に
関
す
る
計
画
を
定
め
る
と
と
も
に
、
当
該
計
画
の
実
行
に
必
要
な
要
員
を
配
置
し
、

当
該
計
画
に
従
つ
て
必
要
な
活
動
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

一

火
災
の
発
生
を
消
防
吏
員
に
確
実
に
通
報
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
。

イ

加
工
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
け
る
火
災

二

初
期
消
火
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
こ
と
。

加
工
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事
業
所
に
お
け
る
可
燃
物
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

三

初
期
消
火
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
又
は
化
学
消
防
自
動
車
、
泡
消
火
薬
剤
そ
の
他

資
機
材
を
備
え
付
け
る
こ
と
。

消
防
吏
員
へ
の
通
報
に
関
す
る
こ
と
。

四

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
初
期
消
火
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。
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